
 中心地 ¦  雲南市木次町平田 付近 

一般県道 県管理国道 主要地方道

凡例

1/1ページマップ on しまね | 印刷

2017/07/11http://web-gis.pref.shimane.lg.jp/shimane/G0502J/Index

位　置　図



小原橋一般図

平面図 S=1:250
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Ａ２橋台構造図 S=1:100
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※ 半円形・直角フックを交互に配置する ※半円形フックはすべて前面側にかける
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10 9-D16 X 4310（平均長）

24
0

2747～3647

125
°

W
L
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施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 54

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

A2橋台配筋図（4/6）

図示

起債道路整備事業

平田

Ａ２橋台配筋図 S=1:50

左ウイング詳細図 S=1:20
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施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 55

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

A2橋台配筋図（5/6）

図示

起債道路整備事業

平田

Ａ２橋台配筋図 S=1:50

右ウイング詳細図 S=1:20
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(SD345)

（6/6）

ガードレールポスト補強筋

300 300

3
00

3
00

30
0

250
424

K 1 8-D13 X 980

200

424

250

42
4

200

（下流側）

（上流側）

K 1 D13

6504

5500 610

500 1500 2000 1885 619

500 1500 2000 1500

2
0
0

4
0060

0

4
00

2
006
00

K 1 D13 K 2 D13

K 2 D13

K 2 8-D13 X 1500

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

P 1 D22 3500 26 3.04 10.64 277

P 2 D22 3000 26 3.04 9.12 237

P 3 D22 6610 9 3.04 20.09 181

P 4 D16 5950 9 1.56 9.28 84

P 5 D13 590 24 0.995 0.59 14

P 6 D13 600 2 0.995 0.60 1

P 7 D13 640 48 0.995 0.64 31

P 8 D16 2210 21 1.56 3.45 72

P 9 D13 6080 4 0.995 6.05 24 （平均長）

921

G 1 D13 1430 4 0.995 1.42 6

G 2 D13 210 4 0.995 0.21 1

7

S 1 D22 500 7 3.04 1.52 11

11

H 1 D16 2000 24 1.56 3.12 75

H 2 D16 2300 18 1.56 3.59 65

H 3 D16 2420 6 1.56 3.78 23

163

A 1 D16 4000 26 1.56 6.24 162

A 2 D16 4000 26 1.56 6.24 162

A 3 D13 6390 11 0.995 6.36 70

A 4 D13 6390 11 0.995 6.36 70

A 5 D16 4450 6 1.56 6.94 42

A 6 D16 4450 6 1.56 6.94 42

A 7 D13 2140 15 0.995 2.13 32

A 8 D13 2160 28 0.995 2.15 60

A 9 D16 2230 26 1.56 3.48 90

A 10 D16 3600 26 1.56 5.62 146

A 11 D16 3620 4 1.56 5.65 23

A 12 D16 6950 9 1.56 10.84 98

997

F 1 D16 4680 21 1.56 7.30 153

F 2 D16 4720 6 1.56 7.36 44

F 3 D16 7200 21 1.56 11.23 236

F 4 D16 7240 6 1.56 11.29 68

F 5 D13 5950 12 0.995 5.92 71

F 6 D13 5950 18 0.995 5.92 107

F 7 D16 5950 14 1.56 9.28 130

F 8 D16 4750 14 1.56 7.41 104

F 9 D16 2010 6 1.56 3.14 19

F 10 D16 2010 12 1.56 3.14 38

F 11 D16 2020 16 1.56 3.15 50

1020

種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

W 1
L

D22 6660 2 3.04 20.25 41

W 2
L

D22 4780 9 3.04 14.53 131 （平均長）

W 3
L

D22 3540 4 3.04 10.76 43 （平均長）

W 4
L

D22 2990 8 3.04 9.09 73

W 5
L

D22 6230 1 3.04 18.94 19

W 6
L

D16 2210 23 1.56 3.45 79 （平均長）

W 7
L

D22 6660 1 3.04 20.25 20

W 8
L

D16 8000 1 1.56 12.48 12

W 9
L

D16 6190 2 1.56 9.66 19

W 10
L

D16 4310 9 1.56 6.72 60 （平均長）

W 11
L

D16 3440 3 1.56 5.37 16 （平均長）

W 12
L

D13 2140 22 0.995 2.13 47 （平均長）

W 13
L

D16 6190 1 1.56 9.66 10

W 14
L

D16 7500 1 1.56 11.70 12

W 15
L

D13 690 22 0.995 0.69 15

W 16
L

D13 730 14 0.995 0.73 10

W 17
L

D13 760 19 0.995 0.76 14

621

W 1
R

D22 6770 3 3.04 20.58 62

W 2
R

D22 5080 7 3.04 15.44 108 （平均長）

W 3
R

D22 3440 6 3.04 10.46 63 （平均長）

W 4
R

D22 2190 7 3.04 6.66 47

W 5
R

D22 4190 3 3.04 12.74 38

W 6
R

D16 2330 23 1.56 3.63 83 （平均長）

W 7
R

D22 6770 1 3.04 20.58 21

W 8
R

D16 8000 1 1.56 12.48 12

W 9
R

D16 6500 3 1.56 10.14 30

W 10
R

D16 4810 7 1.56 7.50 53 （平均長）

W 11
R

D16 3390 6 1.56 5.29 32 （平均長）

W 12
R

D13 2360 24 0.995 2.35 56 （平均長）

W 13
R

D16 6500 1 1.56 10.14 10

W 14
R

D16 8000 1 1.56 12.48 12

W 15
R

D13 690 24 0.995 0.69 17

W 16
R

D13 730 16 0.995 0.73 12

W 17
R

D13 760 24 0.995 0.76 18

674

K 1 D13 980 8 0.995 0.98 8

K 2 D13 1500 8 0.995 1.49 12

20

合 計 D22 1372 kg

D16 2366 kg

D13 696 kg

総質量 4434 kg

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 56

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

A2橋台配筋図（6/6）

図示

起債道路整備事業

平田

Ａ２橋台配筋図 S=1:50

S=1:30
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X
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0
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4
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2
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1
00

K 2 D16
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9
0
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スペーサー

680160

φ1000

160

K 2 D16

686

2287

φ
=7
28

160

11
3

R=48

K 2 43-D16 X 3520

32 kg

K 4 8-D13 X 310

K
1

2
0
-D

32
X

9
09

0

φ1000

160 340 340 160

K 3 D13

K 3 D13

補強リング

L

2

平均長

699

573 970

1090

1010

番 号 l本数

2

4

6

1

補強リング

K 4 D13

底版下面鉄筋

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

K 1 D32 9090 20 6.23 56.63 1133

K 2 D16 3520 43 1.56 5.49 236

K 3 D13 1000 6 0.995 1.00 6 （平均長）

K 4 D13 310 8 0.995 0.31 2

1377

合 計 D32 1133 kg

D16 236 kg

D13 8 kg

総質量 1377 kg

種 別
長 さ

本数
単位重量 一本当り質量 質 量 摘 要

(kg)(kg)(kg/m)(mm)

Uボルト 主鉄筋と補強リングの固定40

補強リング・固定金具

※Uボルト規格
D22用,SS400,変形時荷重30kN以上
場所打ちコンクリート杭の鉄筋かご無溶接工法 設計・施工に関するガイドラインに準拠

種 別
長 さ

本数
単位重量 一本当り質量 質 量 摘 要

(kg)(kg)(kg/m)(mm)

スペーサーと主鉄筋の固定16

スペーサー固定金具

80 16 0.942 0.075 1 Uボルト固定用

2017 2 5.91 11.92 24 補強リングL6x65x65

Uボルト

FB 30x4

1
95

l

1
95

K 3 6-D13 X 1010（平均長）

Ａ２橋台場所打ち杭配筋図 S=1:50

S=1:10

2
04

5
0

1
30

50

65

R=65

スペ－サ－詳細図 S=1:5

注)1,スペーサーは1断面当り4箇所を固定する。

補強リング

L6x65x65

128

160

5
0

1
3
0

5
0

2
3
0

FB 30x4

(Uボルト固定用)Uボルト

帯鉄筋

D16

(120mm以上)

スペーサー

D13

主鉄筋

D32

1交差箇所につき、上下1ヶ所ずつ金具で固定

2,主鉄筋と補強リングは、全数金具で固定。

固定金具詳細図 S=1:2

注) Uボルト又は同等品

補強リング

L6x65x65

Uボルト

主鉄筋

主筋と補強リングは、全数金具で固定。

φ1000

20X106.8=2136

160 680 160

補強リング

L6x65x65

Uボルト
主鉄筋

補強リング・主鉄筋固定金具詳細図
S=1:20

φ1000

160 680 160

主鉄筋・帯鉄筋結束詳細図 S=1:20

注) 主鉄筋と帯鉄筋の交点を主鉄筋3～4本おきに1箇所結束線で結束する。

結束線主鉄筋

帯鉄筋

杭 配 置 図
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施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 57

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

A2橋台場所打ち杭配筋図

図示

起債道路整備事業

平田
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152°

S 11 2-D19 X 1380

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

S 1 D22 5200 32 3.04 15.81 506

S 2 D22 5060 1 3.04 15.38 15

S 3 D19 4800 16 2.25 10.80 173

S 4 D19 4660 1 2.25 10.49 10

S 5 D19 5120 32 2.25 11.52 369

S 6 D19 5040 1 2.25 11.34 11

S 7 D19 4800 16 2.25 10.80 173

S 8 D19 4720 1 2.25 10.62 11

S 9 D13 620 113 0.995 0.62 70

S 10 D13 960 7 0.995 0.96 7

S 11 D19 1380 2 2.25 3.11 6

1351

合 計 D22 521 kg

D19 753 kg

D13 77 kg

総質量 1351 kg

Ａ２橋台踏掛版配筋図 S=1:50

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 58

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

A2橋台踏掛版配筋図

図示

起債道路整備事業

平田

かぶり詳細図 S=1:10

4
00

（橋軸方向）

（上面）

（下面）

10
0

2
00

10
0

D13

圧縮側主鉄筋 D19

引張側主鉄筋 D22

77
.
5

7
6

引張側配力鉄筋 D19

圧縮側配力鉄筋 D19

支承詳細図 S=1:20

スパイラル筋

S 10 D13

480 20

目地材

t=20

キャップ φ70×3.2

(溶融亜鉛メッキ)

ガス管 40A L=230

(溶融亜鉛メッキ)

4
00

2
0

（下部工施工時）

路盤紙

アンカー鉄筋 D22X500

敷砂 t=30mm

ゴム支承 200×20

3
0
0

防食充填材

200280
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Ｐ２橋脚構造図 S=1:100

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 59

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

P2橋脚構造図

図示

起債道路整備事業

平田

G1 G2
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34

寸法表

モルタル厚

箱抜き深さ
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G3

モルタル厚
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沓座箱抜き詳細図 S=1:30
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帯 鉄 筋 組 立 図
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1284

7
84

113

11
3

160

160

H 3 6-D16 X 2620

30
0

800

30
0

H 1 24-D16 X 1400

3
00

1300

3
00

H 2 18-D16 X 1900

C 2 D16

(640以上)

（1/2）Ｐ２橋脚配筋図 S=1:50

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 60

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

P2橋脚配筋図（1/2）

図示

起債道路整備事業
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G

G

（2/2）

28
5

4748

28
5

F 5 10-D19 X 5320

F 6 10-D19 X 7200

C 3 636-D16 X 1470

C 4 106-D16 X 3970

鉄筋質量表
種 別 径 長 さ 本 数 単位質量 一本当り質量 質 量 摘 要

B 1 D16 7200 1 1.56 11.23 11

B 2 D16 6980 2 1.56 10.89 22

B 3 D16 970 4 1.56 1.51 6 （平均長）

B 4 D16 1130 4 1.56 1.76 7

B 5 D16 2200 18 1.56 3.43 62

B 6 D16 1970 6 1.56 3.07 18 （平均長）

B 7 D16 1470 36 1.56 2.29 82

B 8 D16 1440 8 1.56 2.25 18 （平均長）

B 9 D16 1290 2 1.56 2.01 4

230

H 1 D16 1400 24 1.56 2.18 52

H 2 D16 1900 18 1.56 2.96 53

H 3 D16 2620 6 1.56 4.09 25

130

C 1-1 D29 9000 55 5.04 45.36 2495 （55）

C 1-2 D29 3120 55 5.04 15.72 865

C 1-3 D29 7000 55 5.04 35.28 1940 （55）

C 1-4 D29 5120 55 5.04 25.80 1419

C 2 D16 8240 122 1.56 12.85 1568

C 3 D16 1470 636 1.56 2.29 1456

C 4 D16 3970 106 1.56 6.19 656

10399

F 1 D29 7100 31 5.04 35.78 1109

F 2 D19 9690 21 2.25 21.80 458

F 3 D19 5270 31 2.25 11.86 368

F 4 D16 7680 21 1.56 11.98 252

F 5 D19 5320 10 2.25 11.97 120

F 6 D19 7200 10 2.25 16.20 162

F 7 D16 1470 96 1.56 2.29 220

2689

(圧接箇所)

合 計 D29 7828 kg (110)

D19 1108 kg

D16 4512 kg

総質量 13448 kg (110)

Ｐ２橋脚配筋図 S=1:50

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 61

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
管理技術者：岡本 晋 照査技術者：熊本 隆司

P2橋脚配筋図（2/2）

図示

起債道路整備事業

平田

底版詳細図 S=1:20
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下部工施工計画図（参考図）（1/3）

S=1：250側面図

DL=120.00
推定岩盤線 推定岩盤線

A2
▽

左 岸 右 岸

平面図 S=1：250

1期施工（A2杭基礎施工時）

A2

施工箇所

図面名称

測 量

調 査

設 計

会社及び責任者
会社名

項目

86 葉の内 75

雲南 木次 大字 地内

縮尺

年 度

番 号

工事名

道川港名

平成 年度

災 号

市道平田上山線

郡
市

町
村

株式会社 荒谷建設コンサルタント
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標準断面図 S=1：100

（工事用進入路（左岸側））
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下部工施工計画図（参考図）（2/3）
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付帯工図（5/5）
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左岸側護岸工構造図 S=1:50
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右岸側擁壁工構造図 S=1:50
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均しコンクリート

数量表 10m当り

種 別 規 格 単位 数 量

コンクリート σck = 1 8N / m m
2

ｍ
3

0 . 83 0

型 枠 小型構造物 ｍ
2

3 . 50 0

均し型枠 ｍ
2

2 . 00 0

均しコンクリート ｍ
2

6 . 30 0σc k = 1 8N / m m
2

目地板 ｍ
2

0 . 08 3t = 1 0 m m

1号基礎コンクリート構造図 S=1:20

2号基礎コンクリート構造図 S=1:20

均しコンクリート

数量表 10m当り

種 別 規 格 単位 数 量

コンクリート σck = 1 8 N /m m
2

ｍ
3

2 . 1 9 0

型 枠 小型構造物 ｍ
2

7 . 2 0 0

均し型枠 ｍ
2

2 . 0 0 0

均しコンクリート ｍ
2

7 . 2 0 0σ ck = 1 8 N /m m
2

目地板 ｍ
2

0 . 2 1 9t = 10 m m
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